
58,799

12月補正
繰越明許費会計区分 繰越額

計上時期

３月補正

49,529 53,452

36,047 8,408 27,639 32,181

3,918 3,918 3,870

14,476 850 13,626 13,104

875 875 825

3,439 3,439 3,435

44 12 32 37

2,622 632 1,990 2,034

61,421 9,902 51,519 55,486※

59,336 10,678 48,658 53,768※

一 般 会 計

一般公共事業

国庫補助建設事業

一般単独事業

災害復旧事業

受 託 事 業

一般行政経費

特 別 会 計

合　 計

平 成 11 年 度

― 14 ―

Ⅱ　平成12年度予算の執行状況はどうですか。 ― 予算の繰越し―

○　平成12年度は、一般会計と特別会計を合わせ、前年度とほぼ同額の554億円余を平成13年

度へ繰り越しました。

○　予算の繰越しは、年度間の公共工事の平準化にも資するほか、実態を考慮した適正な工

事期間の設定により、年度末における工事の過密な集中がなくなり、ひいてはコストの縮

減にもつながるものと考えています。

繰越事業の主なもの（一般会計）

○新県庁舎整備費

○北陸新幹線建設費

○県営ほ場整備事業費

○金沢外環状道路（海側・山側幹線）

○小松駅付近連続立体交差事業費

（単位：百万円）

（注）※のほか事故繰越しによる繰越額が平成12年度は569百万円、平成11年度は182百万円あります。

9,270


